 (
食品業界の課題と展望
　　　　　　　　　　　　　　　　
経済学部会計ファイナンス学科　上原拓真
)


 (
▶第
1
章　食品業界を取り巻く環境
▶第
2
章　
食品業界の課題
▶第
3
章　
先進事例
▶第
4
章　
今後の展望
)

 (
今回の発表分
)





 (
問題意識
　
「日本ブランド」はこれまでの「世界第
2
位の市場」の中で生まれ磨かれてきたが、近年この名実共に失われつつあるというのが現状である。人口減少に伴う市場規模の縮小、過剰なプレイヤーを抱えた状態での
競争激化など、今後も不安要因がなくなる気配はない。このような状態で新しい価値を創造していくとは想像しにくく、また国内に依存し続けることは今後の成長に繋がらないことは明白である。本論文では日本の食品企業がどのようにしていくことで収益性を改善していけるかを述べる。第
1
章では日本の食品企業が置かれている現状を述べ、第
2
章では収益を圧迫している原因について言及する。第
3
章では海外展開に成功している企業を例に
挙げ日本の強みを確認する。第
4
章では今後の海外戦略として日本が取るべき道を示す。
)








 (
出所：農林水産省「
2008
年度農業・食料関連産業の経済計算」より作成
)[image: ] (
第
1
章
　食品業界を取り巻く環境
) (
　日本の食品企業は国内食料消費をターゲットとして発展してきており、今なおその基盤は国内市場にあるという点では他の産業と比較して大きな違いである。国内市場は成熟化しつつあるものの、世界第
10
位の人口を抱える巨大市場であり、多様性、新たな価値・質の向上を常に求められる。
　また、産業関連表から推計した食品関連の市場規模は
2008
年時点では約
84.9
兆円となっており、最盛期から
10
兆円以上も減少している。しかし、不動産
38.6
兆円、鉄道
14
兆円、出版
2
兆円、化粧品
1.5
兆円などと比較しても市場規模の大きいさが窺い知れる。
)





















 (
2004
年をピークに日本の人口は減少している。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、
2025
年の人口は最小でも
1
億
1193
万人、最高で
1
億
2240
万人とされており
2011
年現在から約
500
万人から
1500
万人減少する。それに加え、少子高齢化が進展し、
2025
年には
65
歳以上が
30.5
％（
2005
年は
20.2
％）、
14
歳以下は
10
％（同
13.8
％）となる見込みである。
) (
日本の人口推移
出所：総務省「人口の推移と将来人口」より抜粋
)[image: ]












 (
　食品関連産業は「胃袋産業」だと言われており、人間の胃袋の数と容積に依存する。人口減少は胃袋の数が減ることであり、高齢化は容積が小さくなること（
17
歳と
70
歳の一人当たり必要摂取エネルギー量の差は
500cal
）であり、最終消費量の減少を意味する。
)ｂ


 (
日本国民の総摂取カロリー量の変化
総務省「人口推計」厚生労働省「国民健康・栄養調査」（
2010
）より作成
総摂取カロリー量は一人あたり平均カロリー摂取量×総人口
)[image: ]

 (
実際・・・
)


 (
国民の総摂取カロリー量（人口×平均カロリー摂取量）は着実に減少している。
1995
年をピークに減少し、
2009
年時点では
1995
年比８％減となっている。
)










 (
一方で・・・
) (
世帯主の年齢別エンゲル係数
総務省「家計調査」（
2010
）より作成
)[image: ]



 (
量の減少は「金額＝産業規模」とは直結しないのではないか。例えば、高級レストランでの一食とファーストフォードでの一食では金額が大きくことなる。また、高齢者のエンゲル係数は高い数値を示している。
)





 (
食品産業の生産額は
1998
年をピークに減少に転じて、
2006
年には
98
年比
12
％の減少となっており、その間の国民の総カロリー摂取量は
3.7
％の減少、食品消費者物価指数はマイナス
4
ポイントとなっている。この価格下落の原因は、①世界的に原料となる農産物価格が比較的低水準となっていたこと、②日本経済が本格的なグローバル化に直面し、デフレ基調にあったこと、また③食品企業がデフレ経済への対処として販売量の維持に重点を置き、低価格路線を取ったことなどによるものと考えられる。
)






 (
デフレ基調が修正されれば、人口減少が続いたとしても食品購入単価の高い高齢者の人口割合が増加するので、国内市場を維持していく余地は十分あるのではないか。
)



 (
消費構造の変化
)
 (
食料支出額の変化率
出所：『食品企業のグローバル戦略』（
2010
）より抜粋
)[image: ]
 (
・食の外部化の進展
生鮮食品から加工食品へのシフトの傾向が鮮明である。また、外食は減少に転じるが、これは増加する単身世帯における外食の減少額が大きく、総支出額が減少することによるものである。調理食品と外食の和を食の外部化と考え指標をみると、
2005
年は
34.1
％であるが、
2025
年には
37.4
％と着実に増加する
)








 (
・市場規模の縮小
2005
年に
20.2
％であった
65
歳以上の人口は
2025
年には
30.5
％となることなどから、一人当たりの消費支出は
6.6
％増加する。しかし、
2025
年の人口は
1
億
1920
万人になると推計されており、支出総額は
1.9
％の減少となる。
1990
年から
2005
年までの支出額は、
1
人当たりの支出は
3.8
％減少しているが、全体では
0.9
％増加している。これは、購入単価が上がっているが、それを上回る勢いで人口が減っているため、全体での支出額は減少してしまっていることを示している。
)












 (
・購入層のボリュームゾーンの変化
２００５年時点では、世帯主年齢階層別の支出総額で割合が高いのは
40
歳から
59
歳である。そのうち、
2
人以上の世帯が
34.8
％となっているので、一番の顧客であることがわかる。しかし、
2025
年では
40
歳から
59
歳の
2
人以上世帯は
26.6
％に減少しており
60
歳以上の
2
人以上世帯が
35
％と割合でトップを占めるようになる。
)






 (
食料支出額の世帯主年齢階層別割合（左：
2005
年　右：
2025
年）
出所：『食品企業のグローバル戦略』（
2010
）より抜粋
)[image: ]













 (
・「食」への関心が強い高齢者へ焦点を当てることで売上の増加が期待できる
・今後高齢者になる壮年層（
40
～
59
歳）をターゲットとした商品展開
)


 (
国内市場での開拓の余地はあるものの、長期的には市場規模の縮小は明らかであり、成長どころか現状維持が難しくなっていく。
)


 (
第
2
章　食品業界の課題
)

 (
日本の食品企業の低収益性の現状
日米欧の上場企業を対象に比較すると、日本の食品企業の多くは海外企業と比べ、売上規模が小さく、営業利益率が低水準に留まっていることがわかる。
)
 (
欧米と日本の食品企業の営業利益率の比較
出所：
『食品企業のグローバル戦略』（
2010
）より抜粋
)[image: ]


















 (
そもそも食品業界の事業特性として、事業規模が拡大することで収益性が向上するのか？
→アドバンテージ・マトリクスで事業特性を確認
)[image: ][image: ][image: ]

 (
アドバンテージ・マトリクスとは…
『優位性の構築可能性の大小』と『競争上の戦略変数の数』の
2
軸により、業界を「規模型」「特化型」「手詰り型」「分散型」の
4
タイプに分類し、業界特性を把握する手法
)








 (
食品業界の主要企業を対象に「売上規模」を横軸に、「ＲＯＡ」を縦軸にしてみると、国内・海外ともに、必ずしも規模と収益性の間に正の相関性は見られない。つまり、アドバンテージ・マトリクスで言う「分散型事業」に分類され、必ずしも規模が大きいほど高い利益率を確保できるわけではない。
)







 (
また、分散型事業にはアパレル産業などがあり、規模の経済性は働かず、小規模なうちは儲かっても、大きくなると収益性を保てなくなる傾向にある。これは競争要因が多く、企業全体として優位性を構築する事が難しいためであり、その結果、分類型に属する業界では、大企業が生じにくい傾向にある。
)






 (
その一方で、世界最大手の食品企業であるネスレはＲＯＡが
10
％強と日本の上場企業の大半よりも高い利益率水準を確保しているほか、世界の上場企業は、日本の上場企業と比べばらつきはあるものの収益性が高い企業が多いことも事実である
)







 (
・日本国内の食品企業において、規模の大小が収益性を低下させている原因ではない
・国内特有の原因により、低収益となっているのではないか
)







 (
日本企業の低収益の背景
①過剰競争
②商品調達・取引規制の問題
)[image: ]

 (
各国における生乳生産量
/
牛乳・乳製品メーカー数
出所：
『食品企業のグローバル戦略』（
2010
）より抜粋
)[image: ] (
精製糖工場数・規模の比較
出所：農林水産省より作成
)[image: ]










 (
・製糖業を例にとると、諸外国に比べて工場数が多く、
1
工場当たりの生産規模が低水準である
・各国の生乳生産量≒生乳処理量と見た場合、日本の１企業当たり数量は欧米に比べて低水準である
)

 (
日本ではメーカーの社数に比べて小売業の事業所・企業数が多く、上位小売業の市場寡占度が低い。大手小売業
3
社の食品販売累計シェアを見ると、欧州主要各国で
5
割以上
、米国でも
２～３割
あるのに対して日本は
約
1
割
である（推定）。販売先が寡占化していないことは製造業にとって取引交渉しやすい反面、商流や物流は小口化しコストがかかってしまう。食品メーカーの食品小売業者に対する事業所・企業数の倍数を国際比較すると、日本は米国の約
2
倍、ドイツ・フランスの５～６倍となっており、メーカーの営業活動の煩雑さが窺える。
) (
食品メーカーに対する食品小売業者の倍数
)[image: ]












 (
プレイヤー数が多く競争が激化することにより、収益性を低下させていると考えられる
)


 (
過剰競争などは、食品メーカー全般にほぼ共通して発生する外部環境の問題であるが、その他に、一部のセグメントにおいて特有の、あるいは強い傾向がみられるような外部環境要因もある。
)










 (
清涼飲料・菓子・冷凍食品の市場寡占度（
2006
年）
)[image: ] (
ビールに占める酒税・消費税比較
)[image: ]







 (
新商品開発が頻繁
清涼飲料や菓子業界では、他国に比べて多様性を求める消費者ニーズに対応するために新商品数が多く、商品のライフサイクルが短いために、開発コストが嵩むほか、商品廃棄リスクを負わなくてはいけない状態となっている。また、冷凍食品業界では、低温物流コストがかさむうえ、大手小売業者各社の集客手段として週
1
回の
4
～
5
割値引き販売が定着しているため、安定的な売上の維持が難しく、収入面からみても費用面からみても構造的に収益が圧迫される状態になっている。
さらに、これらのカテゴリーでは、上位企業の市場寡占度が低く企業間の競争が激しいこともあり、総じて海外企業よりも収益性が低い状態に留まっている。
消費者行動に見る特殊性
　「買い手：要求水準の高い日本の消費者への対応」がコストアップ要因の大部分を占めている。日本の食品市場は海外の食品メーカーから見ても、世界有数の「洗練された市場」であり、消費者の商品に対する要求水準が極めて高い。消費者の要求水準の高さは、メーカーがより良いものを作る上で原動力になり得ることから、欧米の大手企業の中には日本を敢えて「イノベーション・センター」と位置づけるケースもある。しかし、収益の大半を国内で計上している日本企業にとっては、こうした要求水準への対応は他国に比べてコスト面での負担を余議なくされることとなり、収益確保を困難にする大きな要因である。
　
)















 (
日本の食品バリュー・チェーンの特殊性など、構造的な問題はメーカー利益を圧迫
) (
さらに激化する国内市場競争
) (
バリュー・チェーンを構成する各企業で、価格とコストの微妙なコントロールが続く
) (
利益を圧迫する外部環境
)





 (
海外での成長基盤はまだ小さく、国内の安定利益に依存せざるを得ない。
（目標経営指標が規模・安定性重視になる）
) (
海外市場での成長基盤は未整備
)
 (
利益よりも生き残りを重視する経営
) (
メーカーはきめ細かい商品やサービスによる生き残りを重視せざるを得ない
)






 (
負のスパイラルからの脱却
利益ある成長を目指すなら海外市場の開拓が不可欠
)
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